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1。はじめに  

1993年5月16日、アジス◎アペパのボレ空港を定刻の7時詔0分に出発した、エチオピア航  

空のアタスム行き飛行機はユ時間半径にティグレ州の州都メケレにとまり、更にそこから20分でア  

タスム空港に到着した。最新間劉こ見ていたアタスム披、ずい盛んと親風寮な所だというのが寛一印  

象であったが、これはどこでも蛮港のある場所はそんなものなのである。ただ、内戦の隙のものであ  

ろうか、滑走路に飛行機の残骸がそのままに放置きれてあったので余計にそんな気がしたのであろう。  

それに、私として軋 エチオピアの古典語であるゲエズ語を学んで、アタスム王の碑文を読むように  

なって以来、望0年以上あこがれて来た土地であるから、なんとなく他所とは適う、適っているはず  

だという思いこみがあったのである。   

でも、「あ臥やっと来たな。」という感慨が次鱒にわき起こってきた。エチオピアの碑文にはア  

ジス◎アペパの国立博物館とサナア（イエメン）の国立博物館でお目にかかってはいたが、in s豆紬で  

見ることができるのである。あの巨太なステレも。ただ、現襲には日程の関係で、急いでアジス。ア  

ペパに戻ら馴ナればならない事情もあり、この感懐にひたって砂ったりとアタスムを見ることはでき  

なかった。何とか次の機会には近郊の遺跡まで足を延ばしてみたいと思っている。   

ここでは、この短い実地体験を基にしながら、エチオピアからエリトリアに連なる高原地帯に覚え  

た古代文化をアタスムを中心に簡単に紹介したい。ただ私は考古学も歴史学も専門でないので、本稿  

はこれまでの研究の薗礫のごく簡単臥 そしてランダムな紹介に過ぎないことをあらかじめお断りし  

ておく。束尾に基本的な文献を挙げでおいたので、興味をもたれた方はそれらを参照していただきた  
（注1）  

い。   

望。現在のアタスム   

アタスム披空つの小山一束にマイ。コホ（町から爵Omの高さラ、北にべ一夕。ゲオルギ一式 藍同  

じく150m）－の間の沓にあたる土地に発展した町で、北から南に∇イ¢ヘッジヤ川と、西に亀う  

ー寮∇イ㊥ラフラハ川が流れでいる。アタスムという地名の語源については、乱立（タか語で「水］）  

＋sum〆＄bum（エチオピア¢セム語で「首長」）、すなぬち「首長の鹿」とする説があるが、  

確かなことは分からない。は2〉 な駄「水」を表す謡臥北のエチオピア¢セム語で披∇イ  

m乱ざであり、こちらの要素をもった、マイ。シューム M盈y ＄bu皿「首長の承」という地名  

もアタスムにある。∇イという要素を持った地名はアタスムに何十と有り水資源に恵まれていたので  

あろう。   

さて、 アタスムはエチオピア北部ティグレ州にあり、メネリタ望世の軍隊が189＄年イタリア  

革を鹿北きせたア甲ワの町の西北西約望Ok軋紅海からは内陸に約160km入った∴凰経凱那  

量詔∵北緯140 0芭′に位置する。紀元後1世紀に著きれた『ェリュトウラー海藻内記』そ文献1  

5）によれば、アタスム王国の紅海岸の港アドリスからは鳩目の道のりだと述ぺら飢でいる。西布の  
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道臆ナイル川に注母タヅカゼ川を渡って、17世紀からの都であったゴンダルに至る。内戦のさなか、  

こ吃り附こかかる橘が落とぎ飢、通行不能になっていた執 筆者が訪馳た時期に新しい橋が完成し、ア  

㌘ズ◎ア璃パからテレビ局が取材にやって穿ていた。標高は望1語Omで、アジ濁◎アぺパと比ぺる  

と詔¢Omほど低いせいか、やや暑く感じられる。人口は19冒6年の統計で約ユ万管千Aで、住民  

のほとんど披ティグレAであり、聞かれる青葉、看破◎掲示などす璃でがディグリニア語である。民  

家は輿型的なエチオピア北部の造りであり、石が周壁などに多く使ゎれている。エチオピアでは町を  

歩いていると、「ファランジ、ファランジ」と子供達にを孟や畜飢ることが多い軌ここでは「パピニ」  

あるいは「パピニ」と言わ飢る。お牽らくはイタリア語のb姐bini「子供達」に由来する言葉であ  

るう。イタリア。エチオピア戦争の最初期に、イタリア撃捻∇レプ川を渡ってエリトリアから優良し、  

1⑳35年ユ⑬月からこの町を占領していたのである。   

アタスムは、かつて愚意アフリカの古都として多くの外国人を迎えた軌エチオピア中央政府へのテ  

ィダ♭A屈解厳戦線（TPもぎ）などの活動が清発になるとと毎にその姿も見られなくなった。政府  

軍め空爆亀岡回かおこなゎれ、新しいマルヤム◎ヅイオン（かオンの聖マリア）教会の屋根などにそ  

の爆撃の痕が見られる軌それ以外には内職の傷跡らしき亀の百恵見あたらない。 社会主義体制下で  

は私たち外国Aは首都近郊以外へ臆旅行許可が必要であり、エチオピア夫自身も移動を制限ぎ飢てい  

た。特にTPLFやエリトリアの解放組撼の情動が活発なティグレ州、エリトリア州摘在賠エリト  

リアとして飽立）へはほとんど行くことはできなかった。しかし晋PもF夜中鶴とするエチオピアふ  

民革命民主戦線EP毘DFが19昏ユ年5月にメンギスッ政権を倒してからは、この制限亀取り除か  

れ、屋の便きえあればどこ布でも行らサるようになったのである。外国人観光客亀少しずつ蘭凱でいる  

し、エチオピアAも自分たちの由緒ある最古の町を見ようとやってきているとのことである。弘たち  

が寮鹿を目拍すのと同じであろうか。こうした事情の好転があっで私のアタスム詣が寮現した駅であ  

る。な乱 国顧に番いたように、アジ式◎ア璃パとアタスムを結遜便が、現在毎日且偲運行き飢てい  

る。ただし、アジス。アペパでは往路しか予約できないので、アタスムに到者次第帰りの便を予約す  

る必要がある。  

3。アタ畏ムの歴塵   

エチオピアでの最も古い文字資料は南アラビア文字で記きれた一群の資料で、これら及び考古学的  

発強から轟己元前5世紀ごろには、南アラビア文化の醜い影響を受けた文化が、エチオピア北部およぴ  

エリいjアにあったことが知られている。この時代を先アタスム期即母一員又um量teと呼遜。主要な遺跡  

は、エチオピア、ティダレ州のイエハやハゆルティ くアタ罠ム近郊き、エリトリアめマタラなどであ  

る。アタスムから5¢汝迅を霊ど魔のイエハで披、最古の神殿跡や茎所が知られでいる。遺物としでは  

ブロンズ製品（線、斧、ライオンや牛をかたどった動物の像き、黒や赤の土器製品などが出土し貰い  

る。刻文からは5－童世紀頃の独立した王国の存在が窺お飢る軌紀元前針路紀以降の磯子毒こついて  

邑豊泉く分からない。   

その後、紀元後ユ世紀頃、北部エチオピアに王国餅形成者馳た。この王国賠アタスムの町を中心に  

していたのでアタ罠ム王国と呼ぼ鈍る。アタ謁ムの名はエチオピアの資料では紀元望⑬0年頃のもの  

と思われる、ブロンズ覿の率納品の刻真申に 富通㌘〆n雷恩〆さ立番m㌔は下略）「アタスム幻  

王GD毘」と初めで現れる。ここ創意先アタスム期と異なり、南アラビア文化の影響を脱しで激白の  

文化が発展した。アタスム王国臥 メロエ、鴎㌘ヤなど周辺を征服しきらに紅海をわたっで南アラ  

ビア藍割こ勢力を及ぼし、象凱犀の角、亀甲、金、カバの皮、スパイスなどを翰出する紅海貿易で  
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利凌得た。盛期凌迎えるの古ま4世紀前半のエザナ王の治世からで、この時期にキリスト教を受けÅれ、  

また今日エチオピア文字といわれる文字体系の完成も見た。 ほぅ）以後カレプ王の時代（番世紀きに  

か長子で発見るが、イスラム勢力の伸張、紅海貿易の衰退などによっで冒世紀以降衰え、10世紀まで  

には滅亡してしまう。   

エチオピアの建国伝説である『ケプラ◎ナガスト』（『三途の発光』）では、イスラエルのソロモ  

ン王と、サバ（シバ）の女王との間に生まれた子であるメネリタ1世が、モーゼの契約の箱をエルサ  

レムからアタスムに持ち出したとぎれているのであり、アタスムの∇ルヤム。ツイオ志／教会には今な  

おこの契約の箱が安置きれているという。多くの皇帝の戴冠式もここで執り行われ、ヅイオン教会の  

長にはネプラ◎エ牒（「辛が（顧に置かれて）聖別された馨」（か意味）という称号が与えら凱、アタ  

スムはそれ以後も宗教的な中心地としての地位を確保し続けたのである。   

こうしたアタスムへの言及娃同時代の極々の文献にみられるが、後世のヨーロッパ長の手になるも  

のでは、1520年から6年間エチオピアに滞在したポルトガルのカトリツタ宣教師アルヴァレスに  

ょる、衆意な記録（文献1）申に、アクアシュモという名でこの町の磯子が記きれている。（注4）   

スコットランド人の旅行家ジェームス。ブルースは1770年且月アタスムを訪れ、40轟のオベ  

リスクがみられるとし、一本のスケッチを残した（文献4）。またへンリ…◎ソールトは、且爵05  

年とユ昂10年の2度ここを訪れ、エザナ王の碑文（ギリシャ語）のコピーやゲエズ語碑文のコピー  

をとった。（文献14）  

ヰ．アタ罠ムめ発掘   

これ迄知られているアタスム期の遺跡は約40鞄点に上り、東西ユ80kmタ南北詔00放m（北  

緯1迅○ ～170、東経詔¢○ メ〉400）の範囲に分布するが、以下では話をアタ謁ムに限定する。   

アタスムの王碑文がいくつかまとまって発表きれたのはシオ㌍ア◎ペントによって（文献詔）であ  

るが、本格的な発認は、甲イヅのアタスム調査団によって初めてなされた。著名なオリエンタリスト  

であるエンノ。リヅト∇ンを団長とし、建築家のテオドール。フォン◎リエアケ、同じくダニエル。  

クレンカーそれに医師のエーリヒ匂力説ユタの線勢4名からなるチームは、エチオピア皇帝メ承り夕  

空世からの政商を受けたドイヅ皇帝の命をう軋 アタスムを中心にユ肇¢6年1月から盟カ月閤飼査  

をおこなった。この調査は主に遺物、碑文の調査である軌 それだ捌ことどまらず、書語学◎民族学  

的詞査、音轟の録音、写真撮影を行い、多くの写本も収集きれた。この成果は19且詔毎に刊行き飢、  

以後の研究の基となった。なお、この鯖4巻日はリヅト∇ンによる詳細な碑文の研究にあてられてい  

；・‥．～∴こて「二t：・I   

しかし、ぞ飢以後は1℡認¢年代にイタL男アÅによる調査がなき汎ただをサで、本格的な発掘飼査は  

1留50年代になって、新たにフランスの助力で劇ら飢たエチオピア考古学研究所による調査まで待  

たなければならなかった。そしてユ昏50年一代から1昏＄¢年代にか百子で、アンリ◎ ㌍や◎コンタン  

ソンやフランシヌ◎アンプレ等によって発潅がなされた。且972年恕ら且97盛年各こかけでは鼻ヴ  

イル◎チティツタの率い愚イギリ深隊（文献5、1空き、テンプランコ◎リッチのイ厨tjア隊、㌘ヨ  

ゼフ¢∇イケル長のアメリカ隊の発靖がおこなわれた。しかし㌔19冒4年の社会主義革帝夜陰内職  

の激化亀あり、発掘は中断きれ塁¢年の空自が続いた。この間の収穫はいくつかの重要な碑文が偶然  

発見きれたことである。1額昏1年の社会主義教権の崩壊後状況は変わり、昨年聾者が訪れた障るこは、  

ルドブレアオ◎ファヅトヴイヅチを中心とするイタリアのチ抽ムが、ぺ一夕⑳ゲ牙池ギ叫謁で調査整お  

こなっでいた。アタスムはいおば町全体が遺跡であるから、まだ藍だ未知の部分も多くあり、今後め  
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発旛の進展が期待きれる。  

5℡ アタスムめ主な遺跡など  

5．1。議テ♭辞   

アタスム文化の特認の一つは巨石文化であるが、最も目立つのが、大きな石柱－ステレーである。  

これらは花崗岩の一枚岩でできており、かなりの数が見られる。中でもアクスムの町の中心部か牒北  

へ遺をたどっていくと、現在謁テレ¢ノ雪一夕と言われている場所があるが、ここに東昏なステレが集  

中している。ここでは㌍イヅ隊が7忍泰を記録しているが、イギリス隊によって地中に埋まったもめ  

も含めて、更に4ユ寒が確認審れた。かつてはここにも民家が多くあったようだが、後にこれらの民  

家を移転きせ、現在のような資に整備きれたのである。   

ステレには直立しているものと、地面に横たわっているものとがあるが、前者で今日最も高い亀の  

は2ユmあり、後者のなかでは全長慧凱 岳迅の亀のが最太であるが、これは掩蓋5¢⑳トンの盈塵  

があり、立っていたものが倒壊したものである。近くで見るとぞの重畳感に圧倒ぎ鈍る。直立しぞい  

る亀の古孟みな全で南南東に向いて寝でら飢ている。なお、全長望4mの、3番馴こ大きいステレは、  

イタリアーエチオピア戦争中の19迅7年、イタリア革によってロー∇に移された。エチオピア政府  

古孟返還を求めているが実現はされていない。   

ステレ◎パークのうち6本には高層の建物を模して何層のも、扉、窓などの装飾が浮き彫りにされ  

ており、頭頂部が単円形になっている。ここに古孟おそらく何らかの宗教的シンボルがつけられていた  

と恩ぬれる。それ以外は装飾はない亀のの表面がなめらかになっているぁの、また荒削りの蕊まの亀  

のなどある。建造年代についでは、東部分がキリスト教化以前のユ世紀から3世紀克〆4世紀初めの  

ものと考えられでいる。なお、アタスムのステレで碑文の刻まれでいるものはないが、マタラやアン  

ザでは文字の刻まれた亀のが見られる。これらの石材は、アタスム西郊4一缶kmにある、ザ雪山の  

藍のゴアデラから伐り出し、太がかりなÅカを勤廃して選ばれたと推測される。   

ステレ古孟ゴンダルに至る道沿いの、ダデイツト くアタスム王国を最終的に滅ぼしたときれる伝説上  

の女王名、エディットとも言われる）の罠テレ辞と呼ば飢る一帯にも多く見られる。野原にユ¢0本  

あまりの謁テレがニヨキニヨキと立ち、あるいは磯たぬっている風寮には、一極異礎な感じを受ける。  

ただ装飾を施したものも一本だ抒で、あまり大きい亀のもない。低い石顧みが部分的に残っているが、  

かつでどのような場所であったか、を蓋っきり分かっていない。この場所では地表に多くの陶片が散ら  

ばっでいで、雨の綾など剖孟ち現在でも鱒幣が見つか愚費うである。 ほ6）ただし、当然のことなが  

ら、こうしたものの持ち出しは厳しく制限されており、アタスム空港で出発時に徹底的に検査され、  

見つかれば没収きれる。ただ、飛行機遼利用しない場合は何のチェヅタも観い。  

5．望．建物の遺構   

リヅト苛ンの飼査団によって、アタスムの西にある、エンダ◎ミカエル、エンダ。セムオン、タア  

カ◎∇ルヤムの大きな、王宮かそれに準ずる大邸宅の跡と考えられる遺構が調査きれた。これらは正  

方形あるいは長方形め石造りの建物で、中央の建物の回りに中庭があり、ぞの外周に方形の建物があ  

るという構造を持っでいる。現在でもその様子が良く脅かるのがユ966年からユ9昏国辱にかけで  

発掘きれた、ユデイヅトのステレ群の向かいのドングールの遺構で、中核の建物は30¢¢平方メ】  

トルあり、中庭をはきんで逢0童をもつ4つの建物が取り鰯んでいる。外周は57mx56．缶mの  

ほぼ正方形で、タアカサ∇ルヤムの1望Omx塾Omよりは小規模な造りであるが、高宮の魔のよう  
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で、7世紀頃のものと推測きれている。  

5．3∴墓所   

アタスムの北には6世紀のカレプ王とその子ガプラ曙マスかレの塞があり、エザナ王め石碑公開の  

近くには、キリスト誕生当時の王といわれるパゼンの塞なるものがある。ここは地表に罠テレが立っ  

ていて、階段を下りていった地下にある石造の塾である。直牽近くには、岸壁にほられた4つの洞窟  

がありこれもなんらかの茎所であるかもしれない。   

ステレやノ雪一夕には最大の罠テレに隣接した太きな一枚岩（擢1？m横臥5m厚さ1．詔m）の舞  

台があり、ネファ罠◎マウチヤ「風の出口」と呼ば訊てきたが、これ亀その後の発旛によって、地下  

墨壷の屋根部分であることが密かった。またこれ以鋸こも、謁テレと同棲に石に靡凌刻んだ「偽扉の  

塞」と呼ばれるものや、煉瓦製の馬蹄状アーチを亀つ墨壷や、そのほかの地下茎塞が明らかにき飢で  

いる。こうした所から臥 Å骨や貨幣、陶器などが発見されたが、多くは既に盗菰きれていた。こ飢  

らから、ステレがアタスムの王達の基所のかンポルであることが確認きれた。  

5．格．∇ルヤム・ツイオン教会   

この教会は4世紀に建てられたと言われるが、ユ6世紀半ばのイ謁ラム勢力の侵Åによって破壊き  

れ、現在はユ7世紀半ばにプアおリデ罠王によって再建きれた教会と、1965年ハイ♭◎セラシエ  

皇帝が建てた新しい教会がある。最古の教会については、先に挙げたアルヴァレスの旅行記にその姿  

が記されでいる（旅行記第3塾牽）が、現在古孟礎石部分が残き飢ているだ古ナであり、発掘も部分的に  

行われただ♭ブである。この教会の前には王の戴冠式の隙に天幕め支柱として使われた4寮の石柱と、  

石で造ら飢た王の玉座、聖職者逮の塵席が残っている。   

教会が、ヌテレ群と向かい合わせの場所に建でられたということは、死者の魂遼まつる場所が、キ  

リスト教化後亀そのまま鮭承されたことを示して興味深い。  

5。5．アタスム博物館   

教会の近くに小藩な平屋づくりの博物館があり、アタスムおよぴその近くで発掘き飢た包めを中心  

に展示してある。入口をÅった第一室には、南アラビア文字およぴエチオピア文字で刻まれた、先ア  

タスム期およぴ、アタスム期の碑文が置かれでいる。最古の碑文の一つであるアヅデイ¢セダラメン  

碑文や竣世紀のエザナ王碑文などが見られる。そのほかには陶器やブロンズの日常用具濱、太閤の頭  

部像、装飾品などが展示きれている。ただし、説明紘一切簸いし、常時開館しているわ＆チでもないの  

で、観覧する隙には注意が必要である。写真撮影に閲し引孟何も制限きれなかった。先アタスムから  

アタスム期にかけての資料は、展示品に関する限り、アジス◎アぺバの国立博物館よりもこちらめほ  

うがずっと多宅ある。  

5，6。エザナ王碑文   

エザナ王の碑文で最も有名な、高さ望墨守むmの花崗岩の南面8こ、ゲェズ語宅りヅト∇ン報告薗の  

碑文番号DÅE6タ DÅE7〉 とギリシャ語（DÅE趨）で、北方のぺ㌘ヤの歴との戦い澄記した石  

碑軋 アドワの町からの遮がアタスムにÅるところの小公園（エザナ公園と名付けられでいる）の中  

に立でられた小屋の申に納められている。かつてはもう少し離れた場所にあったのを、イタリアが占  

領期に小きなステレ、ステレの先頭部分などと共にそこに移したものである。この小屋は健がかかっ  
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ており、ガ帥ドマンがいる時でないと碑文を見ること披できない。エザナ王碑文披牽のほかに臆前項  

であげた博物館およぴ、マルヤム◎ヅイオン教会の倉庫の申に置かれている。  

霞。参考尭顧   

以上で挙ぼなかった文献を少し記しでおこう。エチオピアめ古代史、ならびにアタ謁ムについては、  

新しい2薗（文献望、ん1射がある。文献 ⊇の著者を孟、長年エチ府ピアで考古学調査に携ぉった人  

であり、文献ユ4の著者はチティヅタの発泡に参加した、古銭学凌主領域とする研究者である。文献  

馴孟ロおア語の著薗の済訳である晩餐料の扱いに関して問題があると思わ執る。ただ、マイケルス  

によって付き飢た発掘塵の概観は有用である。エチオピアの考古学研究所による調査報告はア㌘深や  

ア璃プ等で魔行啓訊でいる雄蕊鬼盟盟如es d’凱ぬiopie（不意期刊）などに、また、イタリア隊の報告隠主  

に確誌 鼠asse富盟毯diSEⅦdi餌叩ici軽率1冊㌔ ロ岬∇、ナポリき上に発表ざれている。   

アタスムのステレの研究に臆多くのものがあるが、中東、アフリカの額似の建造物と比叡研究した  

ものに文献忍がある。ここ創意スーダンの謁テレとの共通点に注目し、アタスム文化のアフリカ的  

はり廉くいぇば、スーダンからエチオピア5こ酎ブでの地域的き特激が見られるとの仮説を繰出して  

いる。同著着古こ眩先アタスム期の土器の研究もある（文献冒）。   

アタスムの鞄誌ついては文献11が辞しく、古代からのきまぎまの文献に見られるアタスムの記述  

が概観で替る点で亀便利である。   

日本にお8ブる古代エチオピア史の研究は、まだ緒についたばかりと言っていい状態である潜、文献  

17－19を捻じめとするも廃寮東学の蔀魔道氏による、アタスム期のエチオピアと南アラビアとの  

関係についての優艶た諸研究がある。アタ罠ム期の碑文資料、および先アタスム期の書斎状況につい  

て筆者は論じたことがあるが（文献望0、望1）、この点に閲しでは文献凌が刊行さ凱で、両時期の  

言語資料が容易に参照で馨るようになった。この文献では碑文披基怒時に発見地ごとにまとめて句 そ  

れぞれに閲しで、磯鋭（記きれでいる財料、文学の大きき、所在地、これまでの報告などき、テクス  

トの転写、そ飢各こ場合によっでは、コメンタリーが付きれている。ちな捌こ碑文番号は先アタスム期  

の亀のが碑文番号ユ｝ユ冒凱 アタ謁ム期めダニズ語碑文が且爵0一望6盗、同じ宅ギリシャ語碑文  

が望69｝盟爵6、言語不明のものが望爵冒となっている。（モノグラムや野卑ち 陶片に艶文牢記き  

れた亀のなどは除いてあるき  

文献喪：  

（り Å1vageヱ，臥（盈5穏0），戯フ磨郎ヂ逮．ねゐぬざ励血∫．Lisboa．   

電池上噂共訳、長島宿弘注◎解説『アブ♭拶ア♭罠；エチオピア王国誌』 岩波審店、且昏愚岱卑き  

（2）鮎ぎ訂ay，ぎ・（199り，且♂∫滋β正β』♂威醸ノ呼メ♂ガ∫．野aFis．  
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′√J・∫．け〟〃ノ■′～ビ′J．l、J〟刀〃TJ．Pユris．  
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（6）Chi竜宮呈c立，N・（呈974），’邑又CaVa官ions色盲Åksum，旦973－4；ÅPreliminagy鼠epor喜一，適gβガね亙Ⅹサpp．旦59－205  

（7）Faもtovich思り9BO）‥爾汝紹烏一動け♂せ∴錠＝げ飢め－♂♂ど〟虔r♂∫虔劇ノどβク′♂－β如〟∬ノダβど晋呼メ♂乱国apo旦i．  

（呂）Fattoviれ鼠・（19呂7），，Some艮emarkson沌eO『iginsogthe鮎sumiteS盲e！ae∵船路危再適動座淘  
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甘ome XヱV，pP・43－69  

（9）監ob呈schanov Y▼鯛・（旦979），適∬∬鳳甘柑mSまa邑ed宮川mth¢毘じSSian vers室0田（1966）by L▼甘・監昆P星置anogg  

and ed象Eed byJ．W・Micbels・Un呈ve『Si宣y喜〉agk and London．  

（10）Li盲目nann et al・，（1915）◆彪〟g∫ど如週加〝戯一戯ア♂dy〟∂β・B銅1豆n・Bd・亙一亙V・  

（呈呈）観onnere宣de Vil旦ard－U・（193＄）‥掴Aβガβ√腐プどどJで虐♂お頻qダ√題戯曲ガ㌔rg′♂．鼠oma．  

（12）閉切n訂0一日ay，S▼C・H・（19呂4），プ顎♂威ユ，ノカβgど♂′適意∫〝鳳因ewDelhi・  

（i3）掴ⅥngO一員ayふC・は（1989），虚加∂打∂〟ββ∫』′通ゎ〟鳳  

りヰ）朗ungo一門ay，S・C且り991）‥舶’∫〟戯・・月カ月ノ知●どββ√y打〟お∂打♂ガ♂′よβ′♂適ガ〟ダ〟ノウ′・Edinbur帥・  

（15）Sa旦t，冒・り＄14），週陀ソr題gβ飽凋む「∫ダゐノβββ♂j｝∂打ど〟血紬細♂一級加東肌㌦細離豆翫陥り′・Lomdon・  

（16）『ェリヱトウラー海案内記』 相川堅太戯訳注。 昭和21年 生酒社。復刊199急卑，中央公爵社。  

（17）義勇遺（1g84），「舌代南アラビア碑文に現れるアピシニアÅ」，『日本オリエント学会劇立三十周年記念  

オリエント学論集』、刀水密眉。pp．279－295．  

（川）蔀轟造（1g90），「舌代南アラビア碑文に現鈍るアピおニア人 （ニ）」，『日本オリエント学会創立三十重  

周年記念オリエント学静輿』も 刀永審房。pp．193－213．  

（19）蔀魔造（lgg4），「アドウーリス妃功碑文の新解釈」，ゐ〟〃β′β′励；′一触∫′戯ガ血♂釦ノ虚〟∂ガ∫  

（東西海上変洗虞研究）Vol．3，pp．73－114．  

（掴卜柘植洋一（1983），「エチオピアの碑文資料」．『オリエント』鱒26巻舞2乳pp．13卜159．  

（21）柘植洋一（1gg3），「エチオピアに邁引ナる南アラビア碑文について」，『オリエント』箱男窃巻轟1号，  

pp，71－88．  

注：  

（1）本鶴ほ、1993年10月9Eは10日にわたって金沢太字で開催された、「イン㌍浮の海上貿易－ア   

ジアの大航海時代を語る－」というシンポジウムにおいて、筆者がスライドでアクスムを紹介した内容をま   

とめたものである。その際及び今回め執聾の機会を与ぇてくだきった、金沢大学文学部考古学研究室の佐々   

木達夫先生に感謝申しあげる。  

（2）ハム夕顔 盈喝u盈、南アガウ爵 亀喝u、ハミル爵 亀u喝、タワラ語 盈Ⅹu  

ティグリニア語、アムハラ語 shum  

（3）エチオピア文字絵南アラビア文学から魔厳したもので、当初は子音のみを表記したが、エザナ王の時代   

に日本語を表記する仮名のように、一文字が子音＋母音をあらわす体系となった。  

（逢）この記録は、アアマド9グラニユ率いるイスラム勢力による北部エチオピアの太政墟以前の状恐を恋え   

る点で極めて重要である。  

（郎鰻幣についてはマンローさへイの研究によ洗ば、望70年頃のエンドウビス重から、趨、5世紀にぬ   

たって壷、銀、プロン三の貨幣が遣られたという。ただ、、最速の貨幣がいつ頃鋳造されたかについては、．ま   

だ多くの問題が残されており、捻っ替り脅かってはいない。（文献望、且望、且毯などを参照のこと）  
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先アタ罠ム翔・アタ諷ム期め遺跡（文献2による）  

アタ 謁あ（文献6による）  
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写轟2 償扉の甚（ステレリトタ西）  

写轟3 倒囁した最長のステレ  

写轟穏 ネファ罠■マウチヤ  

（向かって右に新マJ♭ヤム。ツイオン教会）  

写轟1 ステ♭・バータ全景  写轟5 判審の塵（旧∇捗ヤム。ツイオン教会前〉   
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写真6 地下茎童（ステレ・パーク）  写轟10 人頭像などの出土品（アタスム博物館）  

7 アサデイ・セダラメン碑文  写轟11 ダデイツト ステ♭群  
（先アタスム期最古の碑文の一つ。アタスム博物館）  

写衆愚 アタ講ム翔の∇J♭ヤム・ツイオン教会の礎石部分  写轟笥望 ドゥンダーメ♭の永住屠の遺構  

写轟9 アタスムの民家  写轟13 エザナ忽園  

（左側の小屋にエザナ王碑文を刻んだ花崗岩が立てられている）   
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